
【期日】　 令和７年１０月１７日（金）　 中学校部会・特別支援学校部会
 令和７年１１月 ７日（金）　 小学校部会・高等学校部会

■主催　 宮崎県学校体育研究会

■共催　 宮崎県教育委員会　　延岡市教育委員会　　高千穂町教育委員会
　　　　 日之影町教育委員会　五ヶ瀬町教育委員会

■会場　 小  学  校  部  会　　延岡市（延 岡 市 立 南 方 小 学 校）
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　　　　 特別支援学校部会　　延岡市（県立延岡しろやま支援学校）

令和7年度
第66 回　宮崎県学校体育研究発表大会

延岡・西臼杵地区大会

大会報告書
研究主題
　生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するとともに、
　　　　　　　　　　　　　　継続するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習

～　児童生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開　～
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第６６回宮崎県学校体育研究発表大会 延岡・西臼杵地区大会開催要項 

R7.7.11 時点 

１ 目  的 
   学校体育に関する研究成果の発表と指導上の諸問題について研究協議を行い、学習指導法の

改善・充実に努め、本県学校体育の進展を図る。 
 
２ 主  催 
   宮崎県学校体育研究会 
 
３ 共  催 
   宮崎県教育委員会  延岡市教育委員会  高千穂町教育委員会  日之影町教育委員会 
   五ヶ瀬町教育委員会 
 
４ 後  援 
   宮崎県市町村教育委員会連合会   宮崎県校長会   宮崎県県立学校長協会 

宮崎県私立中学高等学校協会 
 
５ 主  管 
   第６６回宮崎県学校体育研究発表大会実行委員会 
   延岡市小学校体育連盟・西臼杵郡小学校体育連盟 
   延岡地区中学校体育連盟・西臼杵地区中学校体育連盟 
   宮崎県高等学校体育連盟県北支部 
   宮崎県特別支援学校体育連盟県北支部 
 
６ 期  日 
   令和７年１０月１７日（金） 中学校部会、特別支援学校部会 
   令和７年１１月 ７日（金） 小学校部会、高等学校部会 
 
７ 参加対象 
   小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・中等教育学校・特別支援学校の教員 
   教育委員会その他の関係機関・団体の学校体育関係者 
 
８ 会  場 

種 別 会 場 
小 学 校 部 会 延岡市立南方小学校 
中 学 校 部 会 アスリートタウン延岡アリーナ サブアリーナ 
高 等 学 校 部 会 宮崎県立延岡星雲高等学校 
特別支援学校部会 宮崎県立延岡しろやま支援学校 

 
９ 研究主題 
 《県研究［つながりのある学習］》 （令和５～７年度） 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 
実現するとともに、継続するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習 

～児童生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 
 

 《部会研究》 

小学校 
生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習 
～児童一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 

中学校 
生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力を育む保健体育科学習 
～生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 

高等学校 
生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するとともに、継続するための資質・能力を育む保健体育科学習 
～生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 

特別支援学校 
生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するとともに、継続するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習の在り方 

～児童生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 
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11 内容 

(１) 小学校部会 

① 研究発表・視点説明 

発表題目 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習  

～児童一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 

役 職 名 氏   名 

研究発表者 

視点説明 
○延 岡 市 立 東 小 学 校    教  諭  藤 井 航 平 

 

② 授業発表 

 学 年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
第４学年 

ネ ッ ト 型 ゲ ー ム  
「 ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 」 

延 岡 市 立 東 海 小 学 校 
教  諭  野 中 海 仁 

Ⅱ 

（地区） 
第５学年 

ネ ッ ト 型  
「 ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 」 

延 岡 市 立 南 方 小 学 校 
教  諭  田 中 大 希 

 

③ ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 
０南 九 州 大 学 人 間 発 達 学 部    教  授  宮 内   孝 

０宮崎県教育庁スポーツ振興課    指導主事  財 津 吉 正 

司 会 者 ０宮 崎 市 立 国 富 小 学 校    教  諭  安 藝 良 介 

記 録 者 
０小 林 市 立 栗 須 小 学 校    教  諭○ 山 下   駿 

０高 原 町 立 後 川 内 小 学 校    教  諭  森 永 亜由美 

進 行 ０新 富 町 立 上 新 田 小 学 校    教  諭  関 戸○  映 

 

④ 研究発表 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

生涯にわたる心身の健康と豊かなスポーツライフ支える資質能力の育成を目指して 

～思考力，判断力，表現力等を育む少人数体育学習～ 

日 之 影 町 立 宮 水 小 学 校 

教  諭  渡 辺 智 彬 

進行・司会者 ０椎 葉 村 立 不 土 野 小 学 校 教  諭  河 野 要 世 

記 録 者 ０西 都 市 立 茶 臼 原 小 学 校 教  諭  横 山 正 文○ 

 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

一人一人が進んで運動に親しみ、その楽しさを味わう体育科学習の在り方 

～ＩＣＴを活用した主体的・対話的で深い学びのある授業作りを通して～ 

え び の 市 立 上 江 小 学 校 

教  諭  串 間 洵 郎 

進行・司会者 ０日 向 市 立 美 々 津 小 学 校 講  師  壱 岐 直 澄 

記 録 者 ０国 富 町 立 森 永 小 学 校 教  諭  新 原   翼 

 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

児童が思考・判断・表現しながら技能を向上させる授業の在り方 

～指導と評価の一体化を意識した授業改善を通して～ 
日 南 市 立 桜 ケ 丘 小 学 校 

教  諭  黒 木 大 翔 

進行・司会者 ０都 城 市 立 川 東 小 学 校 教  諭  松 山 拓 磨 

記 録 者 ０串 間 市 立 本 城 小 学 校 教  諭  宇 佐 季 笑 
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11 内容 

(１) 小学校部会 

① 研究発表・視点説明 

発表題目 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習  

～児童一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 

役 職 名 氏   名 

研究発表者 

視点説明 
○延 岡 市 立 東 小 学 校    教  諭  藤 井 航 平 

 

② 授業発表 

 学 年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
第４学年 

ネ ッ ト 型 ゲ ー ム  
「 ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 」 

延 岡 市 立 東 海 小 学 校 
教  諭  野 中 海 仁 

Ⅱ 

（地区） 
第５学年 

ネ ッ ト 型  
「 ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 」 

延 岡 市 立 南 方 小 学 校 
教  諭  田 中 大 希 

 

③ ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 
０南 九 州 大 学 人 間 発 達 学 部    教  授  宮 内   孝 

０宮崎県教育庁スポーツ振興課    指導主事  財 津 吉 正 

司 会 者 ０宮 崎 市 立 国 富 小 学 校    教  諭  安 藝 良 介 

記 録 者 
０小 林 市 立 栗 須 小 学 校    教  諭○ 山 下   駿 

０高 原 町 立 後 川 内 小 学 校    教  諭  森 永 亜由美 

進 行 ０新 富 町 立 上 新 田 小 学 校    教  諭  関 戸○  映 

 

④ 研究発表 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

生涯にわたる心身の健康と豊かなスポーツライフ支える資質能力の育成を目指して 

～思考力，判断力，表現力等を育む少人数体育学習～ 

日 之 影 町 立 宮 水 小 学 校 

教  諭  渡 辺 智 彬 

進行・司会者 ０椎 葉 村 立 不 土 野 小 学 校 教  諭  河 野 要 世 

記 録 者 ０西 都 市 立 茶 臼 原 小 学 校 教  諭  横 山 正 文○ 

 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

一人一人が進んで運動に親しみ、その楽しさを味わう体育科学習の在り方 

～ＩＣＴを活用した主体的・対話的で深い学びのある授業作りを通して～ 

え び の 市 立 上 江 小 学 校 

教  諭  串 間 洵 郎 

進行・司会者 ０日 向 市 立 美 々 津 小 学 校 講  師  壱 岐 直 澄 

記 録 者 ０国 富 町 立 森 永 小 学 校 教  諭  新 原   翼 

 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

児童が思考・判断・表現しながら技能を向上させる授業の在り方 

～指導と評価の一体化を意識した授業改善を通して～ 
日 南 市 立 桜 ケ 丘 小 学 校 

教  諭  黒 木 大 翔 

進行・司会者 ０都 城 市 立 川 東 小 学 校 教  諭  松 山 拓 磨 

記 録 者 ０串 間 市 立 本 城 小 学 校 教  諭  宇 佐 季 笑 
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11 内容 

(１) 小学校部会 

① 研究発表・視点説明 

発表題目 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習  

～児童一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 

役 職 名 氏   名 

研究発表者 

視点説明 
○延 岡 市 立 東 小 学 校    教  諭  藤 井 航 平 

 

② 授業発表 

 学 年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
第４学年 

ネ ッ ト 型 ゲ ー ム  
「 ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 」 

延 岡 市 立 東 海 小 学 校 
教  諭  野 中 海 仁 

Ⅱ 

（地区） 
第５学年 

ネ ッ ト 型  
「 ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 」 

延 岡 市 立 南 方 小 学 校 
教  諭  田 中 大 希 

 

③ ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 
０南 九 州 大 学 人 間 発 達 学 部    教  授  宮 内   孝 

０宮崎県教育庁スポーツ振興課    指導主事  財 津 吉 正 

司 会 者 ０宮 崎 市 立 国 富 小 学 校    教  諭  安 藝 良 介 

記 録 者 
０小 林 市 立 栗 須 小 学 校    教  諭○ 山 下   駿 

０高 原 町 立 後 川 内 小 学 校    教  諭  森 永 亜由美 

進 行 ０新 富 町 立 上 新 田 小 学 校    教  諭  関 戸○  映 

 

④ 研究発表 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

生涯にわたる心身の健康と豊かなスポーツライフ支える資質能力の育成を目指して 

～思考力，判断力，表現力等を育む少人数体育学習～ 

日 之 影 町 立 宮 水 小 学 校 

教  諭  渡 辺 智 彬 

進行・司会者 ０椎 葉 村 立 不 土 野 小 学 校 教  諭  河 野 要 世 

記 録 者 ０西 都 市 立 茶 臼 原 小 学 校 教  諭  横 山 正 文○ 

 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

一人一人が進んで運動に親しみ、その楽しさを味わう体育科学習の在り方 

～ＩＣＴを活用した主体的・対話的で深い学びのある授業作りを通して～ 

え び の 市 立 上 江 小 学 校 

教  諭  串 間 洵 郎 

進行・司会者 ０日 向 市 立 美 々 津 小 学 校 講  師  壱 岐 直 澄 

記 録 者 ０国 富 町 立 森 永 小 学 校 教  諭  新 原   翼 

 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

児童が思考・判断・表現しながら技能を向上させる授業の在り方 

～指導と評価の一体化を意識した授業改善を通して～ 
日 南 市 立 桜 ケ 丘 小 学 校 

教  諭  黒 木 大 翔 

進行・司会者 ０都 城 市 立 川 東 小 学 校 教  諭  松 山 拓 磨 

記 録 者 ０串 間 市 立 本 城 小 学 校 教  諭  宇 佐 季 笑 
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(２) 中学校部会 

① 研究発表及び視点説明 

活動報告及び研究発表題目 発 表 者 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライ
フを実現するための資質・能力を育む保健体育科学習の在り方 

宮 崎 市 立 宮 崎 西 中 学 校 

教  諭  上 妻 憲 祐 

（視点説明） 

生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開 
延 岡 市 立 北 川 中 学 校 

教  諭  原 田 卓 弥 

 

② 授業発表 

 
学 年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
第２学年 

球     技 

（ネット型：テニス） 

延 岡 市 立 南 中 学 校 

教  諭  前 田 啓 介 

Ⅱ 

（地区） 
第２学年 

体 育 理 論 

（運動やスポーツの学び方） 

延 岡 市 立 西 階 中 学 校 

教  諭  德 渕   喬 

  

③ ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 

０宮 崎 大 学 教 育 学 部    教  授  日 髙 正 博 

０宮崎県教育庁スポーツ振興課００  指導主事００甲 斐 浩 記 

司 会 者 ０新 富 町 立 富 田 中 学 校    教  諭  浮 島 大 介 

記 録 者 

０小 林 市 立 三 松 中 学 校    教  諭  岡 上   桂 

０宮 崎 市 立 大 淀 中 学 校    教  諭  水 元 竜太郎 

進 行 ０美 郷 北 義 務 教 育 学 校    教  諭  佐 藤 浩 行 

 

④ 地区研究発表 

 【 地 区 】 

研 究 発 表 題 目 
発 表 者 

１ 
【  日 向  】 

生 徒 一 人 一 人 の 思 考 力 ，判 断 力 ，表 現 力 等 を 養 う 授 業 の 創 造 と 展 開  
日 向 市 立 東 郷 学 園 

教 諭  矢 野 正 道 

２ 
【  宮 崎  】 

生 徒 一 人 一 人 の 思 考 力 ，判 断 力 ，表 現 力 等 を 養 う 授 業 の 創 造 と 展 開  
宮崎大学教育学部附属中学校 

教 諭  寳 田 光 貴 

３ 
【  都 城  】 

生 徒 一 人 一 人 の 思 考 力 ，判 断 力 ，表 現 力 等 を 養 う 授 業 の 創 造 と 展 開  
都 城 市 立 山 之 口 中 学 校 

教 諭  鹿 島 鉄 平 

４ 
【 南 那 珂 】 

生 徒 一 人 一 人 の 思 考 力 ，判 断 力 ，表 現 力 等 を 養 う 授 業 の 創 造 と 展 開  
日 南 市 立 飫 肥 中 学 校 

指導教諭 田 中 美津子 

 
 
 
 

 
(３) 高等学校部会 

① 教科研究委員会発表 

内   容 発 表 者 

生徒の「思考力，判断力，表現力等」の資質・能力を 

育む手立ての工夫 

～ 思考ツール活用の在り方 ～ 

県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校 

教  諭  太 田   聡 

（県高体連 教科研究委員長） 

 

② 視点説明 

視 点 説 明 ○県 立 五 ヶ 瀬 中 等 教 育 学 校    教  諭  吉 岡 奈津希 

 

③ 授業発表 

 学年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
第２学年 

球     技 

（ネット型：バドミントン） 

県 立 延 岡 星 雲 高 等 学 校 

教  諭  近 藤 伸 哉 

Ⅱ 

（地区） 
第２学年 

保     健 

（医薬品の制度とその活用） 

県 立 延 岡 星 雲 高 等 学 校 

教  諭  加 藤 順 也 

 

④ ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 ０日 本 女 子 体 育 大 学    教  授  高 橋  修 一 

司 会 者 ○県 立 妻 高 等 学 校    教  諭  角 田   太 

コーディネーター 
○県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校    教  諭  太 田   聡 

○県 立 高 千 穂 高 等 学 校    教  諭  甲 斐 奎 佑 

記 録 者 
○延 岡 学 園 高 等 学 校    講  師  楠 元 龍 水 

○県 立 延 岡 工 業 高 等 学 校    教  諭  山 中 貴 弘 

 

⑤ 研究発表 

 研 究 発 表 題 目 発 表 者 

１ 

【西諸支部】 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを

実現するとともに継続するための資質・能力を育む保健体育科学習 

～生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う球技ネット型の授業をとおして～ 

県 立 飯 野 高 等 学 校 

教  諭  都 甲 尚 寛 

２ 

【宮崎・東諸支部】 

ICT とシンキングツールを活用した授業の展開 

～「主体的・対話的で深い学び」を生み出す環境づくり～ 

宮 崎 学 園 高 等 学 校 

教  諭  溝 口 政 志 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 ○宮崎県教育庁スポーツ振興課   指導主事  白 石 剛 二 

司 会 者 ○県 立 妻 高 等 学 校   教  諭  角 田   太 

記 録 者 
○県 立 日 向 高 等 学 校   教  諭  濱 田 悠 暉 

○県 立 門 川 高 等 学 校   教  諭  寺 田 勢 哉 
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(３) 高等学校部会 

① 教科研究委員会発表 

内   容 発 表 者 

生徒の「思考力，判断力，表現力等」の資質・能力を 

育む手立ての工夫 

～ 思考ツール活用の在り方 ～ 

県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校 

教  諭  太 田   聡 

（県高体連 教科研究委員長） 

 

② 視点説明 

視 点 説 明 ○県 立 五 ヶ 瀬 中 等 教 育 学 校    教  諭  吉 岡 奈津希 

 

③ 授業発表 

 学年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
第２学年 

球     技 

（ネット型：バドミントン） 

県 立 延 岡 星 雲 高 等 学 校 

教  諭  近 藤 伸 哉 

Ⅱ 

（地区） 
第２学年 

保     健 

（医薬品の制度とその活用） 

県 立 延 岡 星 雲 高 等 学 校 

教  諭  加 藤 順 也 

 

④ ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 ０日 本 女 子 体 育 大 学    教  授  高 橋  修 一 

司 会 者 ○県 立 妻 高 等 学 校    教  諭  角 田   太 

コーディネーター 
○県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校    教  諭  太 田   聡 

○県 立 高 千 穂 高 等 学 校    教  諭  甲 斐 奎 佑 

記 録 者 
○延 岡 学 園 高 等 学 校    講  師  楠 元 龍 水 

○県 立 延 岡 工 業 高 等 学 校    教  諭  山 中 貴 弘 

 

⑤ 研究発表 

 研 究 発 表 題 目 発 表 者 

１ 

【西諸支部】 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを

実現するとともに継続するための資質・能力を育む保健体育科学習 

～生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う球技ネット型の授業をとおして～ 

県 立 飯 野 高 等 学 校 

教  諭  都 甲 尚 寛 

２ 

【宮崎・東諸支部】 

ICT とシンキングツールを活用した授業の展開 

～「主体的・対話的で深い学び」を生み出す環境づくり～ 

宮 崎 学 園 高 等 学 校 

教  諭  溝 口 政 志 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 ○宮崎県教育庁スポーツ振興課   指導主事  白 石 剛 二 

司 会 者 ○県 立 妻 高 等 学 校   教  諭  角 田   太 

記 録 者 
○県 立 日 向 高 等 学 校   教  諭  濱 田 悠 暉 

○県 立 門 川 高 等 学 校   教  諭  寺 田 勢 哉 
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(３) 高等学校部会 

① 教科研究委員会発表 

内   容 発 表 者 

生徒の「思考力，判断力，表現力等」の資質・能力を 

育む手立ての工夫 

～ 思考ツール活用の在り方 ～ 

県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校 

教  諭  太 田   聡 

（県高体連 教科研究委員長） 

 

② 視点説明 

視 点 説 明 ○県 立 五 ヶ 瀬 中 等 教 育 学 校    教  諭  吉 岡 奈津希 

 

③ 授業発表 

 学年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
第２学年 

球     技 

（ネット型：バドミントン） 

県 立 延 岡 星 雲 高 等 学 校 

教  諭  近 藤 伸 哉 

Ⅱ 

（地区） 
第２学年 

保     健 

（医薬品の制度とその活用） 

県 立 延 岡 星 雲 高 等 学 校 

教  諭  加 藤 順 也 

 

④ ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 ０日 本 女 子 体 育 大 学    教  授  高 橋  修 一 

司 会 者 ○県 立 妻 高 等 学 校    教  諭  角 田   太 

コーディネーター 
○県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校    教  諭  太 田   聡 

○県 立 高 千 穂 高 等 学 校    教  諭  甲 斐 奎 佑 

記 録 者 
○延 岡 学 園 高 等 学 校    講  師  楠 元 龍 水 

○県 立 延 岡 工 業 高 等 学 校    教  諭  山 中 貴 弘 

 

⑤ 研究発表 

 研 究 発 表 題 目 発 表 者 

１ 

【西諸支部】 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを

実現するとともに継続するための資質・能力を育む保健体育科学習 

～生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う球技ネット型の授業をとおして～ 

県 立 飯 野 高 等 学 校 

教  諭  都 甲 尚 寛 

２ 

【宮崎・東諸支部】 

ICT とシンキングツールを活用した授業の展開 

～「主体的・対話的で深い学び」を生み出す環境づくり～ 

宮 崎 学 園 高 等 学 校 

教  諭  溝 口 政 志 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 ○宮崎県教育庁スポーツ振興課   指導主事  白 石 剛 二 

司 会 者 ○県 立 妻 高 等 学 校   教  諭  角 田   太 

記 録 者 
○県 立 日 向 高 等 学 校   教  諭  濱 田 悠 暉 

○県 立 門 川 高 等 学 校   教  諭  寺 田 勢 哉 
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(４) 特別支援学校部会 

① 視点説明 

視 点 説 明 ○県立延岡しろやま支援学校      教  諭  金 田 健 吾 

 

② 授業発表 

 学 年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
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球     技 

（バドミントン） 

県立延岡しろやま支援学校 
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③ 授業研究会Ⅰ・授業研究会Ⅱ 

役 職 名 氏   名 
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司 会 者 ○県 立 延 岡 し ろ や ま 支 援 学 校   教  諭  伊 東 寿 晃 
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○県 立 延 岡 し ろ や ま 支 援 学 校   教  諭  野 田 航 平 
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④ 研究発表 
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役 職 名 氏  名 
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12 参加申込み方法 

下記期日までに以下のアドレス、または二次元コードを利用して申し込むこと。 

※大会役員・実行委員もそれぞれ申込みをして下さい。 

小学校部会 中学校部会 高等学校部会 特別支援学校部会 
 
申込締切 10 月 17 日(金) 

 

 

 

 

 

https://forms.gle/ZQ

XDzjqwr8e9Xx4AA 

 
申込締切  9 月 26 日(金) 

 

 

 

 

 

 

https://forms.gle/EC

XyCz5GTSYH8kNA9 

 
申込締切 10 月 17 日(金) 

 

 

 

 

 

 

https://forms.gle/hi

uUh8Uk9hma4rVz7 

 
申込締切 9 月 26 日(金) 

 

 

 

 

 

 

https://forms.gle/2t

ALj3uRWfb9xfyu8 

【問い合わせ先】 

宮崎県学校体育研究会事務局（高体連事務局内）  電話 ０９８５－５１－４１０９ 
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延岡・西臼杵地区大会 
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第６６回宮崎県学校体育研究発表大会 

小 学 校 部 会 
 

１ 研究主題 生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育む体育科学習 
～児童一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 

 

２ 日  程 

11 
月 
7 
日 
(金) 

小 
 
学 
 
校 
 
部 
 
会 

    9:30       10:10          11:10                                   14:55       15:45 

9:00         10:00          10:55        11:55        12:55        14:45      15:40  16:00 

 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

(30 分) 

 

 

 

 

 

 

 

(45 分) 

 

 

 

 

 

 

 

(45 分) 

 

 

 

 

 

 

(110 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３コーナー) 

   

会場： 延岡市立南方小学校 
 

① 研究発表・視点説明 

発表題目 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 
実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習  

～児童一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 

役 職 名 氏   名 

研究発表者 

視点説明 
○延 岡 市 立 東 小 学 校    教  諭  藤 井 航 平 

 
② 授業発表 

 学 年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 
（つながり） 

第４学年 
ネ ッ ト 型 ゲ ー ム  

「 ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 」 

延 岡 市 立 東 海 小 学 校 
教  諭  野 中 海 仁 

Ⅱ 
（地区） 

第５学年 
ネ ッ ト 型  

「 ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 」 

延 岡 市 立 南 方 小 学 校 
教  諭  田 中 大 希 
教  諭  森   剣志郎 

 
③ ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 
０南 九 州 大 学 人 間 発 達 学 部    教  授  宮 内   孝 
０宮崎県教育庁スポーツ振興課    指導主事  財 津 吉 正 

司 会 者 ０宮 崎 市 立 国 富 小 学 校    教  諭  安 藝 良 介 

記 録 者 
０小 林 市 立 栗 須 小 学 校    教  諭○ 山 下   駿 
０高 原 町 立 後 川 内 小 学 校    教  諭  森 永 亜由美 

進 行 ０新 富 町 立 上 新 田 小 学 校    教  諭  関 戸○  映 
 
④ 研究発表 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

生涯にわたる心身の健康と豊かなスポーツライフ支える資質能力の育成を目指して 

～思考力，判断力，表現力等を育む少人数体育学習～ 

日 之 影 町 立 宮 水 小 学 校 
教  諭  渡 辺 智 彬 

進行・司会者 ０椎 葉 村 立 不 土 野 小 学 校 教  諭  河 野 要 世 
記 録 者 ０西 都 市 立 茶 臼 原 小 学 校 教  諭  横 山 正 文○ 

 
研 究 発 表 題 目 発 表 者 

一人一人が進んで運動に親しみ、その楽しさを味わう体育科学習の在り方 

～ＩＣＴを活用した主体的・対話的で深い学びのある授業作りを通して～ 

え び の 市 立 上 江 小 学 校 
教  諭  串 間 洵 郎 

進行・司会者 ０日 向 市 立 美 々 津 小 学 校 講  師  壱 岐 直 澄 

記 録 者 ０国 富 町 立 森 永 小 学 校 教  諭  新 原   翼 
 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

児童が思考・判断・表現しながら技能を向上させる授業の在り方 

～指導と評価の一体化を意識した授業改善を通して～ 
日 南 市 立 桜 ケ 丘 小 学 校 
教  諭  黒 木 大 翔 

進行・司会者 ０都 城 市 立 川 東 小 学 校 教  諭  松 山 拓 磨 

記 録 者 ０串 間 市 立 本 城 小 学 校 教  諭  宇 佐 季 笑 

受 
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第６６回宮崎県学校体育研究発表大会 

中 学 校 部 会 
 

１ 研究主題 生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現すための資質・能力を育む保健体育科学習 

   ～生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 
 

２ 日  程 

10 
月 
17 
日 
(金) 

中 
 
学 
 
校 
 
部 
 
会 

   9:10         9:50         10:55                                    14:55     15:45 

8:40          9:40         10:40        11:45         12:30      14:40      15:40   16:00 
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(50 分) 

  

 

 

 

 

 

（50 分） 

  

 

 

 

 

 

(130 分) 

  

 

 

 

 

 

(45 分) 

 

 

  

会場： アスリートタウン延岡アリーナ サブアリーナ 

 

① 研究発表及び視点説明 

活動報告及び研究発表題目 発 表 者 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを

実現するための資質・能力を育む保健体育科学習の在り方 

宮 崎 市 立 宮 崎 西 中 学 校 

教  諭  上 妻 憲 祐 

（視点説明） 

生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開 

延 岡 市 立 北 川 中 学 校 

教  諭  原 田 卓 弥 

 

② 授業発表 

 学 年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
第２学年 

球     技 

（ネット型：テニス） 

延 岡 市 立 南 中 学 校 

教  諭  前 田 啓 介 

Ⅱ 

（地区） 
第２学年 

体 育 理 論 

（運動やスポーツの学び方） 

延 岡 市 立 西 階 中 学 校 

教  諭  德 渕   喬 

  

③ ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 
０宮 崎 大 学 教 育 学 部    教  授  日 髙 正 博 

０宮崎県教育庁スポーツ振興課００  指導主事００甲 斐 浩 記 

司 会 者 ０新 富 町 立 富 田 中 学 校    教  諭  浮 島 大 介 

記 録 者 
０小 林 市 立 三 松 中 学 校    教  諭  岡 上   桂 

０宮 崎 市 立 大 淀 中 学 校    教  諭  水 元 竜太郎 

進 行 ０美 郷 北 義 務 教 育 学 校    教  諭  佐 藤 浩 行 

 

④ 地区研究発表 

 【 地 区 】 

研 究 発 表 題 目 
発 表 者 

１ 
【  日 向  】 

生 徒 一 人 一 人 の 思 考 力 ，判 断 力 ，表 現 力 等 を 養 う 授 業 の 創 造 と 展 開  

日 向 市 立 東 郷 学 園 

教 諭  矢 野 正 道 

２ 
【  宮 崎  】 

生 徒 一 人 一 人 の 思 考 力 ，判 断 力 ，表 現 力 等 を 養 う 授 業 の 創 造 と 展 開  

宮崎大学教育学部附属中学校 

教 諭  寳 田 光 貴 

３ 
【  都 城  】 

生 徒 一 人 一 人 の 思 考 力 ，判 断 力 ，表 現 力 等 を 養 う 授 業 の 創 造 と 展 開  

都 城 市 立 山 之 口 中 学 校 

教 諭  鹿 島 鉄 平 

４ 
【 南 那 珂 】 

生 徒 一 人 一 人 の 思 考 力 ，判 断 力 ，表 現 力 等 を 養 う 授 業 の 創 造 と 展 開  

日 南 市 立 飫 肥 中 学 校 

指導教諭 田 中 美津子 
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視点説明 

 中学校部会における研究の方向性及

び研究内容については、宮崎県学校体育

研究発表大会に準じる形で同様に設定

した。 

 ⑴系統性を踏まえた指導内容の一層

の充実、指導と評価の一体化については

「実現状況を判断する目安」の作成に取

り組んだ。「実現状況を判断する目安」は

学習指導要領解説の例示をB評価とし、

Aと C評価を設定した。それにプラスα
する形で、C評価をB評価へ、B評価をA

評価に引き上げるような生徒への具体

的手立ても作成した。また、実現状況を

判断する目安に対応したテニスの授業

で使用するワークシートの作成も行っ

た。 

 「実現状況を判断する目安」は青色で

囲んでいる箇所、「具体的手立て」につい

ては、緑色で囲んでいる箇所に示してい

る。 

 評価規準表を作成することで、①生徒

の様子を素早く評価し学習の改善につ

ながる、②生徒のつまずきに対する手立

てを素早く講じることができるといっ

た成果が上がった。 
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左に示しているのは、実現状況を判断

する目安３番の項目に対応したテニス

のワークシートである。ワークシートに

は、赤枠で示しているように A 評価と B

評価の具体例を示し、教師が生徒の状況

を的確に評価しやすくなるよう工夫を

行った。 
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を図るための手段としてのICT活用を進
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され、その後の課題解決型の授業の充実

に繋がると考えた。そして、課題解決型

の授業の充実を図ることで、習得した知

識や技能をもとに新たな課題を見付け、

解決していくような思考力，判断力，表

現力等の育成に大きく寄与するものと

考えている。 

  「課題発見・解決を図るための効果的

なICT活用」として「課題発見のための

視点表」の作成に取り組んだ。作成に当

たっては、生徒がつまずきやすいポイン

トをピックアップし、課題を見付ける視

点を絞り込めるよう工夫した。また、課

題発見のための視点表については、デジ

タル版と紙媒体の２種類を作成した。 

 デジタル資料は、動きや動作のポイン

トを視覚的に確認し、正しい動きを具体

的にイメージすることを目的としてい

る。一方、紙媒体の資料は、撮影した映

像を分析する際に活用することを目的

としている。これらの資料を目的に応じ

て使い分け、生徒が課題をより的確に発

見できるように工夫した。 

 ⑶共生の視点に立った指導内容の充

実については、多様な運動やスポーツの

楽しみ方を共有することができる指導

内容の工夫を行った。「する・みる・支え

る・知る」という視点から指導内容を工

夫することで生徒が多様な運動やスポ

ーツの楽しみ方に触れるようにするこ

とを目的としている。 

  そこで、Diversity（多様性）を認めな

がら、Inclusion（包括）を進める方法と

して、「Adapted（適合）」という言葉を

Adapted スポーツから引用し、昨年度、

西諸地区で作成されたアダプテッドシ

ートを、テニス競技用に作成することに

した。 
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  完成したアダプテッドシートは、テニ

ス学習におけるルールの工夫一覧を、

「ひと」「もの」「ルール」に分類し、選

択できるようなつくりになっている。 

 延岡・西臼杵地区の研究における研究

の方向性及び研究内容については、県学

校体育研究会に準じる形で設定をした。

今回、本地区独自の副題を「体育理論と

体育実技のつながりに着目して」と設定

した。 

  体育理論と体育実技の学習内容を関

連させた授業づくりに取り組むことで、

理論と実践の往還を図ることができ、学

習の充実につながると考えたためこの

副題を設定した。 

  授業発表では、体育理論と体育実技の

つながりを意識して２つの授業を構成し

た。体育理論、運動やスポーツの学び方の

授業では、実技で行っているテニスを適

宜取り上げながら、効果的な運動やスポ

ーツの学び方について学習を進めた。テ

ニスの授業では、体育理論で学習した効

果的な運動やスポーツの学び方を実践し

ながら、課題解決型の授業を実践した。こ

のように、体育理論と体育実技のつなが

りに着目して地区の研究を行った。 

  単元構成としては、１２時間で構成さ

れたテニスの単元、６時間目の後に、「運

動やスポーツの学び方」（体育理論）の授

業を位置付けている。そして、体育理論

で学習した「比較」「視覚」「感覚」とい

った「ひむかアプローチ」を、テニスに

も活用し、理論と実践の往還による学び

を目指している。 

 【授業参観の視点】 

生徒が課題を発見し、解決するための効

果的な指導の工夫がなされていたか。 

 

研究の変容 

（１）事前研究会からの変化 

    ①体育分野 球技：ネット型（テニス） 

       

 

 

 

       ・ 本時のめあてを「課題に応じた練習方法を選び、仲間に動きのポイントを伝えよう」、本時のまとめを「課

題に応じた練習方法を選び、動きのポイントを仲間に対して分かりやすくアドバイスすることで、自他の動

きの向上につながる」に変更した。 
 

 

 

 

 

       ・ 「バックハンド」の練習から前に出てきた相手に活用する「ロブショット」に関する練習に変更した。 

 

 

 

 
 

       ・ 音楽の音量について再度検討し、本番を迎えた。 

【事前研究会反省１】 

 本時のめあて「課題に応じた練習方法を選ぼう」と本時のまとめ「動きを分析することで、課題に応じ

た練習を選ぶことができる」の整合性がとれていない。 

【事前研究会反省２】 

 選択練習のメニューに「バックハンド」の練習が入っていたが、今回の授業の中心である「空いた場

所への攻撃」との整合性がとれていない。 

【事前研究会反省３】 

 授業中の音楽が大きすぎて教師のフィードバックや生徒の歓声、アドバイス等がかき消されていたた

め音の大きさを考慮する必要がある。 
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       ②体育理論 運動やスポーツの学び方 

 

 

 

 

・ 本時の学習課題を「どうすれば運動やスポーツを効果的に学ぶことができるだろうか」、本時のまとめを

「比較したり、視覚化したりすることで効果的に学ぶことができる」に変更した。 

 

 

 

 

 

       ・ まとめの時間を多めに設定し、陸上や野球など他の競技の学び方にも触れさせることで、運動の学び方

を一般化して捉えられるようにした。 

 

 

 

 

 

       ・ 実際のボールは設置せず、軌道マスター（棒の先にボールがついた用具）のみを使用し、生徒が動きな

がらボールの軌道を示すことで、効果的な練習方法の検討に意識を集中できるように改善した。 

 

研究の成果 

   ○ 生徒が課題を発見し、解決するための効果的な指導の工夫がなされていたか。 

       ・ テニスの授業において「課題発見のための視点表」を活用し、課題を見付けるポイントを絞り込んで指

導した結果、生徒が個々の動きを分析しやすくなり、課題の的確な把握につながった。 

       ・ テニスの授業において共通の課題をもつ生徒同士で集まり、解決に向けて学習に取り組ませた結果、互

いの考えを基に改善策を検討する対話が活発になり、学習の深まりが見られた。 

       ・ テニスの授業において、ミニテニス用のラケットやボールを活用したところ、ボールコントロールがしやす

くなり「空いた場所をめぐる攻防」に思考を集中させることができた。 

       ・ 体育理論において、教室ではなく体育館のコート上で授業を行い、実際の立ち位置や用具を活用しな

がら課題に応じた練習方法を考案させた。その結果、生徒が動きのイメージを具体的にもつことができ、

課題解決型の学習がより充実した。 

       ・ 体育理論「運動やスポーツの学び方」と体育実技「テニス」を関連付けて指導した結果、体育理論で学

んだ内容を実践に生かしながら振り返る学習の往還が促進され、生徒の学びの充実につながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事前研究会反省１】 

 本時の学習課題「自分自身に合った学び方を考えてみよう」と本時のまとめ「自分自身に合った学び

方を考えることが大切である」の整合性がとれていない。 

【事前研究会反省２】 

  授業内容がテニスの学び方に偏っていたため、「運動やスポーツの学び方」を主題とする授業とし

て、学びを他の運動にも通じる形で一般化していく必要がある。 

【事前研究会反省３】 

  チームの課題に応じた練習方法を考案する際に、実際にボールを打って試す場を設けたが、こちらの

ねらいが十分に伝わらず、生徒はボールを打つことそのものを楽しむ姿が見られた。 

授業の様子 

  （１） 第２学年 体育理論「運動やスポーツの学び方」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （２） 第２学年 球技「テニス」 

  

  

  

 

 
 

  

【授業者が班活動の際に助言をする様子】 【個人思考で考えたことを記入する様子】 

【班活動の際にタブレットを使用している様子】 【軌道マスターを使って動きを確認している様子】 

【授業者が課題練習について確認している様子】 【生徒が課題練習に取り組んでいる様子】 

【タブレットで感想を記入している様子】 【授業の感想を発表している様子】 

— 39 —

授業の様子 

  （１） 第２学年 体育理論「運動やスポーツの学び方」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （２） 第２学年 球技「テニス」 

  

  

  

 

 
 

  

【授業者が班活動の際に助言をする様子】 【個人思考で考えたことを記入する様子】 

【班活動の際にタブレットを使用している様子】 【軌道マスターを使って動きを確認している様子】 

【授業者が課題練習について確認している様子】 【生徒が課題練習に取り組んでいる様子】 

【タブレットで感想を記入している様子】 【授業の感想を発表している様子】 



— 39 —

授業の様子 

  （１） 第２学年 体育理論「運動やスポーツの学び方」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （２） 第２学年 球技「テニス」 

  

  

  

 

 
 

  

【授業者が班活動の際に助言をする様子】 【個人思考で考えたことを記入する様子】 

【班活動の際にタブレットを使用している様子】 【軌道マスターを使って動きを確認している様子】 

【授業者が課題練習について確認している様子】 【生徒が課題練習に取り組んでいる様子】 

【タブレットで感想を記入している様子】 【授業の感想を発表している様子】 



— 40 —

ワークショップ型授業研究会について 

（１） 日程  

時 間 内 容 担 当 助言者 

12:30（1） ◯ 指導助言者及び各担当者紹介 進行 着席 

12:31（6） 

◯ 授業者反省（３分×２名）   

・ 延岡市立西階中学校 德渕  喬 教諭（体育理論） 

・ 延岡市立南中学校  前田 啓介 教諭（テニス） 

授業者 着席 

12:37（10） ◯ 質疑・応答 司会 着席 

12:47（3） ◯ ワークショップ説明 研究部 着席 

12:50（90） 

◯ ワークショップ 

前半「体育理論：運動やスポーツの学び方」・・・12:50～13:30（40） 

後半「球技：テニス」・・・・・・・・・・・・・13:40～14:20（40） 

研究部 周回 

14:20（20） 

◯ 指導講評（10分×２名） 

・ 宮崎大学教育学部 日髙 正博 教授 

・ 宮崎県教育庁スポーツ振興課 甲斐 浩記 指導主事 

進行 講評 

 

（２） 授業参観の視点 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

⇒ 生徒が課題を発見し、解決するための効果的な指導の工夫がなされていたか。 

 

（３） ワークショップの進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 授業開始前に付箋紙を配付する。授業参観の視点をもとに各色の付箋紙へ記入する。 

（ ①１枚の付箋紙に１つ記入する ②大きな文字で記入する ③記名を忘れない ） 

【青色の付箋紙】・・・『生徒の良いところ』『教師の良いところ』 

【赤色の付箋紙】・・・『生徒の改善点』『教師の改善点』 

【黄色の付箋紙】・・・『質問したい点』『疑問点』 

  ① 授業参観時に、掲示してある黄色のプラ板に黄色の付箋紙を貼り付ける。 

  ② 研究部員で、付箋を整理し、授業研究会までに内容を授業者に伝える。 

  ③ 授業者は、その質問に沿って、応答する。 

   ※ ワークショップ時に新たな質問点・疑問点が生じた場合は、黄色の付箋紙を活用する。 

① グループで各自の分析を述べ

ながら付箋を台紙に貼っていく。 

  理論 12:50～13:00（10） 

  テニス 13:40～13:50（10） 

④ 発表する。各班１名ずつ、ローテ

ーションで行い、発表者以外の班

員は別の班の発表を聞きに行く。

（３分間） 

理 論 13:20～13:30（10） 

 テニス 14:10～14:20（10） 

② 付箋を整理して、見出しを付け

て（ラベリング）意見を整理する。 

 理論 13:00～13:10（10） 

 テニス 13:50～14:00（10） 

③ 良かったところは、今後の「活用

方法」を考える。 課題に対しては

「解決策」を考える。 

理 論 13:10～13:20（10） 

 テニス 14:00～14:10（10） 

ワークショップ後に回答ください 

↓ 

［ Next Action 設定 URL ］ 

ワークショップ型授業研究会の様子 
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ワークショップ型授業研究会の様子 
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ワークショップ型授業研究会の様子 

  



— 42 —

授業者振り返り（体育理論） 

延岡市立 西階中学校 德渕 喬 教諭 

 

質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導講評 

宮崎大学教育学部 日髙 正博 教授 

○ 体育理論において、本来３時間想定の内容のものを４時間設定したことについて 

 → 運動やスポーツの実践と理論をより密接に関連付けるため、意図的に１時間増設した。前時の授業で

PDCA サイクルの基本的な考え方に触れており、本時ではその理解を踏まえて、より具体的で実践的な

分析活動に取り組ませる計画のもと、授業を行った。 

○ 分析方法として用いた「ひむかアプローチ」について 

 → 「ひ」は良い例と自分のプレーを比較する視点（ひかく）、「む」は自分の動きを動画で撮影し客観的に

捉える視覚の活用（むーびー）、「か」は自分が感じたことや気付いたことを相手に伝える感覚の共有

を意味する（かんかく）。この３つの視点を示すことで、生徒が課題に対する改善点を具体的に導き出せ

るよう工夫した。 

○ 「運動やスポーツの学び方」の一般化（本時のまとめ）について 

 → 事前研究会での反省を踏まえ、テニスに限定せず多様な競技におけるアプローチ方法に触れ、他種目

の分析の仕方を例に挙げながらまとめにつなげることができた。 

○ 生徒の協議方法について 

 →  話し合いへの参加が難しい生徒もいることから、全員が自由に意見を書き込めるホワイトボード方式

を採用し、話し合いの活性化を図った。また、書き込む色を生徒ごとに変えることで、個々の理解度や

進捗状況を可視化し、指導上の手立てに生かすことができた。 

 内容 

質疑 体育理論と体育実技の違いについて、また体を動かすのであれば、準備運動は必要だったのでは？ 

応答 
本時は、体育理論であり「技術や技能の向上を目的とする授業ではない」ことを踏まえて構成したため、

準備運動は必要ないと判断した。 

質疑 ひむかアプローチの「感覚」を指導する際のアドバイスには、どのようなものがありましたか？ 

応答 

専門的に競技経験を有する生徒は、自身の感覚を比較的言語化しやすいことから、そうした生徒の発言

を授業の核として生かすよう意識した。また、感覚のみを扱う学習活動を他の単元でも意図的に設定

し、生徒が感じたことを言葉として表出しやすい学習環境づくりに取り組んだ。 

質疑 ６班に分かれて３つの課題が割り当てられていたが、その意図と班編成の仕方は？ 

応答 

本授業では６班に分かれて３つの課題を扱った。課題の振り分けは、１つの課題に対して２班ずつ配置

することで、最後の発表時に同じ課題を扱った班同士が意見を共有し、新たな視点に触れたり、考えを

さらに深めたりできるよう意図したものである。班編成については、学級内のテニス部員３名を均等に各

班に配置し、それ以外の生徒は均等になるよう機械的に分けた。 

 

・ 体育実技と体育理論の往還を明確に意識した授業構成が有効であった。特に、事前研究会での指摘や

反省点が授業改善に的確に反映されていて良かった。 

・ 「どうすればゲームに勝てるようになるのか？」という出発点で授業が展開されており、前時と本時の違い

がどこにあるのかが気になった。 

・ 本時は「運動やスポーツの学び方」を習得することをねらいとしているため、テニスでの学習をどのように

他の運動領域へ一般化させるかが重要なポイントとなる。今回は、まとめの場面で他種目の例を教師が提

示する形で一般化を図ろうとしていたが、むしろ生徒自身がテニスの学びを手がかりに、他種目にも通じる

視点や学び方を見いだす活動を設定すると、より効果的であった。 
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授業者振り返り（テニス） 

延岡市立 南中学校 前田 啓介 教諭 

     

質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導講評 

宮崎大学教育学部 日髙 正博 教授 

・ 体育理論と体育実技の往還が図られた素晴らしい授業であった。 

・ 本時の授業に関しては、「ひむかアプローチ」を使ってホワイトボードに書き出し、グループ協議後に共有

をすることで、思考力，判断力，表現力等の目標達成に迫った授業であった。 

・ 今回の授業のテーマは、「学び方を学ぶ」ことであるが、同じ課題をもつグループが発表し合う内容が練

習方法であったことは、改善点として挙げられる。練習方法を見つけるためにどんな手立てを取る必要があ

るかを議論させることで「学び方」や「気付き方」への理解が深まると思う。 

○ 本時の授業のねらいについて 

 → 体育理論との関連を意識しつつ、「空いた空間をめぐる攻防」における自分自身の課題を発見し、それ

を解決していくことを授業のねらいとして設定していた。 

● 「ひむかアプローチ」の分析について 

 → ゲーム中に、仲間の動きを「ひむかアプローチ」に基づき分析する活動を取り入れたが、具体的な改善

点やアドバイスにつながる部分が十分でない場面も見られ、今後検討の余地がある。 

 

 内容 

質疑 本授業では、ミニテニスを行っていたが、３年次にはソフトテニス本来の形に戻すのか？ 

応答 

３年次にはソフトテニスに戻すことを予定している。小学校ではテニピンという教材があり、テニピンとソ

フトテニスの間の教材として今回ミニテニスを活用している。球技の「空いた空間をめぐる攻防」を目指

す授業づくりにおいて、ミニテニスは非常に効果的であった。 

質疑 体育実技と体育理論を融合させた効果やメリットとは？ 

応答 

 体育実技と体育理論を融合させることの効果として、今回はテニスを題材に行ったが、他の運動領域

においても幅広く応用可能である点が挙げられる。また、実技と理論を関連付けることで、生徒ひとりひ

とりが自分自身の問いをもち、課題意識をもって主体的に取り組むことができる点が大きなメリットであ

ると考える。 

 

・ 生徒の課題意識を把握しつつ、その意識に寄り添った課題解決型の授業展開を行うことができていた。

特に、課題に応じてグループを編成したことは有効であった。同一の課題を共有する生徒同士が集まること

で、意見交換が自然と促進され、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた基盤となる学習形態が成立

していたと言える。 

・ 練習場面やゲーム場面において、活動を一時的に停止して重点事項を再度確認させるなど、きめ細やか

な指導が行われていた。その結果、生徒は授業を通して一貫して課題意識をもって活動に取り組むことが

できていた。 

・ テニスを簡易化した「ミニテニス」は、「テニピン」（小学校）と「ソフトテニス」（中学校）をつなぐ教材とし

て位置付けられる。ラケットが短くなっていることやコートが狭くなっていることなどから個人的技術の困難

さが軽減されており、このことが、生徒の意識を戦術的な技術へ焦点化させるうえで有効に機能していた。

今後は、これら教材の相違点だけでなく共通する教育内容を整理し、ミニテニスをどの段階で適用すること

が最も効果的かについて、検討を深める必要がある。 
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授業者振り返り（テニス） 

延岡市立 南中学校 前田 啓介 教諭 

     

質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導講評 

宮崎大学教育学部 日髙 正博 教授 

・ 体育理論と体育実技の往還が図られた素晴らしい授業であった。 

・ 本時の授業に関しては、「ひむかアプローチ」を使ってホワイトボードに書き出し、グループ協議後に共有

をすることで、思考力，判断力，表現力等の目標達成に迫った授業であった。 

・ 今回の授業のテーマは、「学び方を学ぶ」ことであるが、同じ課題をもつグループが発表し合う内容が練

習方法であったことは、改善点として挙げられる。練習方法を見つけるためにどんな手立てを取る必要があ

るかを議論させることで「学び方」や「気付き方」への理解が深まると思う。 

○ 本時の授業のねらいについて 

 → 体育理論との関連を意識しつつ、「空いた空間をめぐる攻防」における自分自身の課題を発見し、それ

を解決していくことを授業のねらいとして設定していた。 

● 「ひむかアプローチ」の分析について 

 → ゲーム中に、仲間の動きを「ひむかアプローチ」に基づき分析する活動を取り入れたが、具体的な改善

点やアドバイスにつながる部分が十分でない場面も見られ、今後検討の余地がある。 

 

 内容 

質疑 本授業では、ミニテニスを行っていたが、３年次にはソフトテニス本来の形に戻すのか？ 

応答 

３年次にはソフトテニスに戻すことを予定している。小学校ではテニピンという教材があり、テニピンとソ

フトテニスの間の教材として今回ミニテニスを活用している。球技の「空いた空間をめぐる攻防」を目指

す授業づくりにおいて、ミニテニスは非常に効果的であった。 

質疑 体育実技と体育理論を融合させた効果やメリットとは？ 

応答 

 体育実技と体育理論を融合させることの効果として、今回はテニスを題材に行ったが、他の運動領域

においても幅広く応用可能である点が挙げられる。また、実技と理論を関連付けることで、生徒ひとりひ

とりが自分自身の問いをもち、課題意識をもって主体的に取り組むことができる点が大きなメリットであ

ると考える。 

 

・ 生徒の課題意識を把握しつつ、その意識に寄り添った課題解決型の授業展開を行うことができていた。

特に、課題に応じてグループを編成したことは有効であった。同一の課題を共有する生徒同士が集まること

で、意見交換が自然と促進され、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた基盤となる学習形態が成立

していたと言える。 

・ 練習場面やゲーム場面において、活動を一時的に停止して重点事項を再度確認させるなど、きめ細やか

な指導が行われていた。その結果、生徒は授業を通して一貫して課題意識をもって活動に取り組むことが

できていた。 

・ テニスを簡易化した「ミニテニス」は、「テニピン」（小学校）と「ソフトテニス」（中学校）をつなぐ教材とし

て位置付けられる。ラケットが短くなっていることやコートが狭くなっていることなどから個人的技術の困難

さが軽減されており、このことが、生徒の意識を戦術的な技術へ焦点化させるうえで有効に機能していた。

今後は、これら教材の相違点だけでなく共通する教育内容を整理し、ミニテニスをどの段階で適用すること

が最も効果的かについて、検討を深める必要がある。 
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・ ミニテニスを教材化しアダプテッドの工夫を施したことで、技術的余裕や心の余裕が生まれ、生徒の戦術

的思考が広がった。 

・ 授業者の声掛けが的確であった。特にスキルアップトレーニングにおいて、定位置や準備姿勢だけでなく

スペースの活用にも言及していた点が有効であった。その結果、生徒はスペースを意識しながら課題練習

に取り組むことができていた。 

・ １・２年生の球技（ネット型）では、ラリーを続けることを重視し、空いた場所をめぐる攻防を展開することを

ねらいとしている。今回のような課題解決型の学習を通して、自身の課題だけでなく、ゲームを成立させる

ために求められる多様なプレーにも気付くことができる。 

・ 宮崎県が推進する「ひなたの学び」（ひ：ひとりひとりが問いをもち、な：なかまとなって学び合い、た：たか

めよう深く考える力）に即した学習の姿が、今回の授業で随所に見られた。 

第６６回宮崎県学校体育研究発表大会 

高 等 学 校 部 会 
 

１ 研究主題 生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するとともに、継続するための資質・能力を育む保健体育科学習 
～生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 

 

２ 日  程 

11 
月 
7 
日 
(金) 

高 
 
等 
 
学 
 
校 
 
部 
 
会 

    9:50          10:15      10:45              12:25        13:30         15:10   15:45 

9:20       10:00          10:35        11:40    12:25     13:20         15:00          16:00 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

(10 分) 

 

 

 

 

 

 

(15 分) 

 

 

 

 

 

 

(20分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(55 分) 

 

 

 

 

 

 

(45 分) 

 

 

 

 

 

 

(55 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(90 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(35 分) 

  

会場： 宮崎県立延岡星雲高等学校 
 
① 教科研究委員会発表 

内   容 発 表 者 

生徒の「思考力，判断力，表現力等」の資質・能力を育む手立ての工夫 
～ 思考ツール活用の在り方 ～ 

県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校 
教  諭  太 田   聡 
（県高体連 教科研究委員長） 

 
② 視点説明 

視 点 説 明 ○県 立 五 ヶ 瀬 中 等 教 育 学 校    教  諭  吉 岡 奈津希 
 
③ 授業発表 

 学年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 
（つながり） 

第２学年 
球     技 

（ネット型：バドミントン） 

県 立 延 岡 星 雲 高 等 学 校 

教  諭  近 藤 伸 哉 

Ⅱ 
（地区） 

第２学年 
保     健 

（医薬品の制度とその活用） 

県 立 延 岡 星 雲 高 等 学 校 

教  諭  加 藤 順 也 
 
④ ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 ０日 本 女 子 体 育 大 学    教  授  高 橋  修 一 

司 会 者 ○県 立 妻 高 等 学 校    教  諭  角 田   太 

コーディネーター 
○県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校    教  諭  太 田   聡 

○県 立 高 千 穂 高 等 学 校    教  諭  甲 斐 奎 佑 

記 録 者 
○延 岡 学 園 高 等 学 校    講  師  楠 元 龍 水 

○県 立 延 岡 工 業 高 等 学 校    教  諭  山 中 貴 弘 
 

⑤ 研究発表 

 研 究 発 表 題 目 発 表 者 

１ 

【西諸支部】 
生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを

実現するとともに継続するための資質・能力を育む保健体育科学習 

～生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う球技ネット型の授業をとおして～ 

県 立 飯 野 高 等 学 校 

教  諭  都 甲 尚 寛 

２ 

【宮崎・東諸支部】 
ICT とシンキングツールを活用した授業の展開 
～「主体的・対話的で深い学び」を生み出す環境づくり～ 

宮 崎 学 園 高 等 学 校 

教  諭  溝 口 政 志 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 ○宮崎県教育庁スポーツ振興課   指導主事  白 石 剛 二 

司 会 者 ○県 立 妻 高 等 学 校   教  諭  角 田   太 

記 録 者 
○県 立 日 向 高 等 学 校   教  諭  濱 田 悠 暉 

○県 立 門 川 高 等 学 校   教  諭  寺 田 勢 哉 
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第６６回宮崎県学校体育研究発表大会 

高 等 学 校 部 会 
 

１ 研究主題 生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するとともに、継続するための資質・能力を育む保健体育科学習 
～生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 

 

２ 日  程 

11 
月 
7 
日 
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等 
 
学 
 
校 
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会場： 宮崎県立延岡星雲高等学校 
 
① 教科研究委員会発表 

内   容 発 表 者 

生徒の「思考力，判断力，表現力等」の資質・能力を育む手立ての工夫 
～ 思考ツール活用の在り方 ～ 

県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校 
教  諭  太 田   聡 
（県高体連 教科研究委員長） 

 
② 視点説明 

視 点 説 明 ○県 立 五 ヶ 瀬 中 等 教 育 学 校    教  諭  吉 岡 奈津希 
 
③ 授業発表 

 学年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 
（つながり） 

第２学年 
球     技 

（ネット型：バドミントン） 

県 立 延 岡 星 雲 高 等 学 校 

教  諭  近 藤 伸 哉 

Ⅱ 
（地区） 

第２学年 
保     健 

（医薬品の制度とその活用） 

県 立 延 岡 星 雲 高 等 学 校 

教  諭  加 藤 順 也 
 
④ ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 ０日 本 女 子 体 育 大 学    教  授  高 橋  修 一 

司 会 者 ○県 立 妻 高 等 学 校    教  諭  角 田   太 

コーディネーター 
○県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校    教  諭  太 田   聡 

○県 立 高 千 穂 高 等 学 校    教  諭  甲 斐 奎 佑 

記 録 者 
○延 岡 学 園 高 等 学 校    講  師  楠 元 龍 水 

○県 立 延 岡 工 業 高 等 学 校    教  諭  山 中 貴 弘 
 

⑤ 研究発表 

 研 究 発 表 題 目 発 表 者 

１ 

【西諸支部】 
生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを

実現するとともに継続するための資質・能力を育む保健体育科学習 

～生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う球技ネット型の授業をとおして～ 

県 立 飯 野 高 等 学 校 

教  諭  都 甲 尚 寛 

２ 

【宮崎・東諸支部】 
ICT とシンキングツールを活用した授業の展開 
～「主体的・対話的で深い学び」を生み出す環境づくり～ 

宮 崎 学 園 高 等 学 校 

教  諭  溝 口 政 志 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 ○宮崎県教育庁スポーツ振興課   指導主事  白 石 剛 二 

司 会 者 ○県 立 妻 高 等 学 校   教  諭  角 田   太 

記 録 者 
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研究の変容と研究の成果 

授業発表（つながりのある研究）【球技（ネット型：バドミントン）】 

宮崎県立延岡星雲高等学校 教諭 近藤 伸哉 

ア 事前研からの変化  

イ 視点に対する最終的な成果 
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研究の変容と研究の成果 

授業発表（地区研究） 

【保健：（４）健康を支える環境づくり（ウ）保健・医療制度及び地域の保健・医療機関】 

宮崎県立延岡星雲高等学校 教諭 加藤 順也 

ア 事前研からの変化  

イ 視点に対する最終的な成果  

㋐

㋑

㋒
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高等学校部会 ワークショップ型授業研究会について 

R7.10.27 
■ 日程 １３：３０～１５：００（９０分） 

時 間 内 容 担 当 

13:30～ (02 分) 指導助言者紹介 進 行 
13:32～ (06 分) 授業者振り返り（３分×２名） 

［つながり］ 県立延岡星雲高等学校 近藤 伸哉 教諭 
［地区研究］ 県立延岡星雲高等学校 加藤 順也 教諭 

授業者 

13:38～ (05 分) ワークショップ型授業研究会＜説明＞ 

コーディネーター 
太田先生 
甲斐先生 

13:43～ (30 分 程 度) つながり 
（バドミントン） 

地区研究 
（保健） 

・「授業参観の視点」について 

の研究協議（模造紙＋付箋） 
 

教科研究委員 

Canva を使用した授業研究会 

・「授業参観の視点」について 

の研究協議（模造紙＋付箋） 

14:15～ (10 分 程 度) 全体共有 

・3～4 グループを選出して協議内容を発表 
・教科研究委員の協議内容を発表 

14:25～ (10 分) （ 休 憩 ） 
14:35～ 
～15:00 

(25 分) 指導講評 

 日本女子体育大学 高橋 修一 教授 指導助言者 

 
２ 授業参観の視点 

つながり 
（バドミントン） 

１ 系統性を踏まえた指導内容の一層の充実、指導と評価の一体化 

 ○ 教師側の思考・判断・表現に関する評価基準について 
２ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

 ○ 基本技能における「課題発見のための視点表」の活用について 
３ 共生の視点に立った指導内容の充実 

 ○ バドミントンにおける共生、多様な楽しみ方を見つけるためのルールの
工夫や、条件や空間の工夫について 

地区研究 
（ 保 健 ） 

思考ツールを活用することでグループワークが促進し、対話的で深い学びに繋
がっていたか。 

 
３ ワークショップの進め方 

  ⑴ 各グループを 6 名程度で編成する。 
  ⑵ 「授業参観の視点」についての意見を付箋に書き、模造紙に貼り付けてまとめる。 

（※記入の際には、主観を避け、事実を客観的に表現すること） 
■青色の付箋･･･『良かった点』（生徒・教師） 
■赤色の付箋･･･『改 善 点』（生徒・教師） 
■緑色の付箋･･･『建設的・発展的な意見』  

※黄色の付箋･･･『質問したい点』『疑問点』は授業者振り返りで回答する。  
  ⑶ 各グループの協議内容を全体発表する（コーディネーターが選出）。また、教科研究委員は Canva

を使用したワークショップを実施し、その内容を発表する。なお、発表時間は２分程度とする。 
 
 
  

授業研究会の記録【つながり】 

◯  
●  
●
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第６６回宮崎県学校体育研究発表大会 

特 別 支 援 学 校 部 会 
 

１ 研究主題 生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するとともに、継続するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習の在り方  
～児童生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 

 

２ 日  程 

10 
月 
17 
日 
(金) 

特
別
支
援
学
校
部
会 

   10:00     10:40             11:40             13:00            14:10      014:50 

9:30      10:30            11:30       12:00                       14:00      14:40   15:00 
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会場： 宮崎県立延岡しろやま支援学校 

 

① 視点説明 

視 点 説 明 ○県立延岡しろやま支援学校      教  諭  金 田 健 吾 

 

② 授業発表 

 学 年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
高等部 

球     技 

（バドミントン） 

県立延岡しろやま支援学校 

教  諭  上 野   航 

 

③ 授業研究会Ⅰ・授業研究会Ⅱ 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 ０日 本 体 育 大 学 体 育 学 部   准 教 授  村 井 敬太郎 

担 当 者 ○県立清武せいりゅう支援学校   教  諭  長 友 啓 輔 

司 会 者 ○県 立 延 岡 し ろ や ま 支 援 学 校   教  諭  伊 東 寿 晃 

記 録 者 
○県 立 延 岡 し ろ や ま 支 援 学 校   教  諭  野 田 航 平 

○県立清武せいりゅう支援学校   教  諭  小 松 鉄 平 

進  行 ○県 立 み な み の か ぜ 支 援 学 校   教  諭  楢 木 理 美 

 

④ 研究発表 

活動報告及び研究発表題目 発 表 者 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを

実現するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習 

～「ひなたの学び」を通して、主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業づくりを目指して～ 

県立児湯るぴなす支援学校 

教  諭  坂 田 拓 也 

役 職 名 氏  名 

指導助言者 ○宮崎県教育庁スポーツ振興課   指導主事  五十嵐   舞 

進  行 ○県 立 み な み の か ぜ 支 援 学 校   教  諭  楢 木 理 美 
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会場： 宮崎県立延岡しろやま支援学校 

 

① 視点説明 

視 点 説 明 ○県立延岡しろやま支援学校      教  諭  金 田 健 吾 

 

② 授業発表 

 学 年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
高等部 
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（バドミントン） 

県立延岡しろやま支援学校 

教  諭  上 野   航 
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� � （�）系統性を踏まえた指導内
容の一層の充実、指導と評価の
一体化では、指導要領の各段階
の目標を基に「思考力�判断力�
表現力等について実現状況を判
断する目安」の作成に取り組ん
だ。「思考・判断・表現」について
教師がしっかりと整理をして指導
ができるよう、それぞれの目標を
「思考」「判断」「表現」の � つに
分けて記載し、それぞれについて
目安を設定した。�

�

手立てや工夫の例であり、教
師の指導の一助となる、実現状
況を判断する目安と関連付けた
手立ての一覧表を作成した。�

これらを作成する意義として、
①それぞれの実態に合わせた適
切な目標の設定及び評価をする
ことができる、②教師の授業改
善、どの教師でも安定した授業
づくりと適切な指導を行うことが
できる、の二つが挙げられる。�
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� （�）「主体的・対話的で深い

学び」の実現に向けた授業づくり

では、本校生徒の実態を踏まえ、

「主体的な学び」を実現するため

に���を効果的に活用し、「自己

選択・自己決定」ができるための

教材の作成に取り組んだ。タブレ

ット端末に練習内容が画像や動

画で提示され選択ができるよう

にし、自ら取り組みたい活動を選

択できるようにした。�

「自己選択・自己決定」ができ

るための教材を作成する意義と

して、自分で取り組みたい活動を

選択し、実践することで、主体的

に活動に取り組み、� 自ら新たな

学びに向かおうとする力が高ま

る。また、自分に合った活動を行

おうと思考・判断し、深い学びに

つながると考える。�

�

（３）共生の視点に立った指導

内容の充実については、「わか

る・できる」を実感するために、活

動内容を仲間と共有することが

できるための支援方法を整理し、

生徒が自己選択・自己決定をす

ることができるためのアダプテッ

ドシートを作成した。�

� アダプテッドシートを作成する

意義として、①「できた」の経験

が多くなり、運動の楽しさや達成

感などから主体的な学習につな

がる、②お互いの視点に立ったス

ポーツの楽しみ方を知り、共有す

ることで、卒業後も体力や技能の

程度、障がいの有無にかかわら

ず多様なスポーツの楽しみ方を

考え、豊かなスポーツライフを実

践していくための素地づくりにな

ると考える。�

�

研究・授業の視点�
①それぞれの実態に合わせた適
切な目標設定と評価ができてい
るか。�
②主体的な学習につながる効果
的な ���活用ができているか。�
③誰もが「できた」や「楽しい」を
実感することができているか。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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ア� 事前研究会からの変化�

・� 事前研のコート設営から補強運動までの導入場面で、生徒たちも緊張からか静かな雰囲気であ

った。当日は生徒たちが好きなアーティストの曲（歌詞無し ����）を流し、モチベーションを高

めた状態でコート設営から補強運動まで実施できるようにした。�

・ 事前研では、デジタル学習カードにルビを振っていなかったが、当日はルビをふり、より学習内� �

容の理解の定着を図ることができた。�

・ アダプテッドシートを使ったシングルスでは、バドミントン部ではない生徒がバドミントン部の� �

生徒に接戦の末勝利した。用具やルールを工夫することで、全員が楽しめる活動になった。�

・ 振り返りの時間では、活動を簡単に振り返り、自己評価を行っていたが、当日は、「得点ゲーム� �

では、なぜ、フラフープをその配置にしたのか。」、「各ラリーゲームでは、なぜ、ラリーが続いた

のか。」を問うことで、生徒たちがどのように思考�判断し、それらを表現することができたのか

を生徒の言葉で聞き出すことができ、これまで以上に充実した振り返りとなった。�

・� 不登校であった生徒が、チームのリーダーに立候補し、チームをまとめることができた。�

� ・� バドミントン部の生徒が他の生徒に教える場面が多くみられた。その中で、左利きの生徒に教

える際、自身が左手にラケットを持ち、教える困難さに気づくことができた。�

�

イ� 視点に対する最終的な成果�

（１）系統性を踏まえた指導内容の一層の充実、指導と評価の一体化�

� ・� 小学部「ボール遊び」「ボールを使った運動やゲーム」、中学部・高等部「球技」における「思

考力�判断力�表現力等について実現状況を判断する目安」を作成したことにより、小学部１段階

から高等部２段階までの思考力�判断力�表現力等についての目標や指導の目安を一覧で確認する

ことができ、教師が系統的な指導を意識しながら授業を構成することができた。また、��、�� の

教師とも指導内容の共有をし、共通の認識をもって授業を行い、評価までつなげることができ

た。�

�

（２）「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業づくり�

� ・� 生徒がタブレット端末を使用し、自ら課題を選択し取り組むことができる ��� の活用を行った

ことで、自分やチームの課題に合わせた活動に取り組むことができ、主体的・対話的で深い学び

につながった。�

�

（３）共生の視点に立った指導内容の充実�

� ・� アダプテッドシートを作成し、活用したことで、バドミントン未経験者が経験者にシングルス

の試合で勝つなど、多くの生徒が運動の楽しさや達成感を味わうことができた。また、アダプテ

ッドシートを活用したことで自分自身について深く考える時間にもなり、卒業後にも必要な自己

理解と共生社会の実現のために必要な力を考えるとても良い学習になった。�

� � � また、授業前のアンケートで「バドミントンは楽しいと思いますか？」に『はい』が ����％だ

ったのに対し、授業後のアンケートでは「バドミントンは楽しかったですか？」に『はい』が

���％の回答だった。また、「運動は好きですか？」の質問に対し、授業前は「はい」が ��％だっ

たが、授業後は「はい」が ���％になっていた。これらの結果により、アダプテッドシートが「誰

もが『できた』や『楽しい』を実感することができる」ための教材の一つになったと考える。�

○� 授業の様子�

ウォーミングアップ①�

～自分たちで選択した活動～�

ウォーミングアップ②�

～タブレット端末での選択画面～�

しろやまカップ①�

～チームごとの作戦会議の様子～�

しろやまカップ②�

～風船ラリーの様子～�

しろやまカップ③�

～アダプテッドシングルス～�

まとめ�

～タブレット端末を用いた振り返り～
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第６６回宮崎県学校体育研究発表大会（延岡・西臼杵地区）�特別支援学校部会�記録�
会�場：宮崎県立延岡しろやま支援学校�

記録者：宮崎県立清武せいりゅう支援学校�小松�鉄平�

【授業研究】� � � � � � � � � � � � � � � � �
（１）授業者反省（授業者：宮崎県立延岡しろやま支援学校� �教諭� �上野�航）�

�

（２）質疑・応答�

発言者学校・氏名� 質疑・応答� 発�言�内�容�

赤江まつばら支援学

校�

平山教諭�

�

�

�

�

みやざき中央支援学

校�

黒木教諭�

質疑�

�

応答�

�

�

�

�

質疑�

�

�

普段の授業で���機器を活用しているか。�

�

音楽科、美術科、保健体育科、職業科で活用している。�

体育での���機器活用は、操作に時間がかかる、機器の不具合が起こ

ることもあり、時間を取られることも多い。体を動かすことを大切にしてい

るので、���機器ではなくアナログな教材を使うことも多い。�

�

アダプテッドシートを活用することにより、どのように変容があったか教え

て欲しい。�

�

最初に�

・� � 体育館のコートは生徒が自分たちでテープを貼るなどして授業をつくりあげてきた。�

・� � 本日配布されている資料をメンテナンス部の生徒が印刷するなど関わってくれた。�

授業者反省�

・� � コート設営をいつも自分たちで行っている。�

・� � 補強運動は前時に決めて、本時に行っている。�

・� � 前時のスライドの写真が多かった。枚数を減らすなどして生徒がイメージをしやすいようにしたい。（反

省１）�

・� � 役割という言葉が分かりやすいように、追加で説明を行った。�

・� � 得点ゲームでは、フラフープの置く位置を話し合って決めていた。教師が学ぶ場面でもあった。�

・� � これまでの授業では体育館が暑くて扉を開けて活動していたが、本時は扉を閉めて活動しても良いか

という生徒からの発信があり、工夫している様子が見られた。�

・� � シャトルラリーゲームでは、これまで種類の異なる２つのシャトルを使用していたが、本時はどのチームも

普通のシャトルを使用した。�

・� � アダプテッドシートを使用したゲームを見せようと思ったが、競技に近いゲームになってしまった。（反省

２）ただ、自分たちでゲームを行う人を決めるという生徒の主体性を尊重した。�

・� � これから続いていく授業の中でアダプテッドシートを使用して授業を行っていきたい。�

・� � 後ろのコートの試合では、バドミントン部ではない生徒が勝利した。�

・� � 振り返りでは、テレビモニターの使用ができなかった。用具の準備を丁寧にしたい。�

・� � タブレットで行う自己評価にある言葉を他者から仲間に変更したい。（反省３）�
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�

�

�

�

�

�

�

�

�

みやざき中央支援学

校�

山本教諭�

応答�

�

�

�

�

�

�

�

�

質疑�

�

応答�

２回前の授業から作成、実践、改善をしてきた。�

自分の楽しめるルールを大事にした。ラケットの変更、人数の変更を行う

などした。得点エリアの変更は理解するのが難しかったようだが、少しず

つ理解が深まっていった。変更をすることにより勝敗を決定することもあ

った。バドミントン経験者ではない生徒がバドミントン部の生徒に勝つこ

とや、ゲームが接戦になることも増えた。また、サーブの回数を増やすな

ど自分たちで追加のルールを提案することもあった。使用する意義を感

じることがあった。�

�

昨年度から授業をして、生徒の変容があったことを教えてほしい。�

�

コートの設営、道具の準備について、できないからしないという考えや、

面倒であるという姿もあった。少人数のチームを作ることで、それぞれに

役割が与えられ、意識が変わっていった。また、卒業後を見据えることで

も変わったのかもしれない。�

バドミントンではサーブレシーブで終わるポイントが多かったが、ファミリ

ーバドミントンのシャトルを使用したり、面積の広いラケットや短いラケッ

トを使用したりするようになり、ラリーが続くようになった。�

�
【ワークショップの各グループの発表】�

� グループ�

・� � 自己選択、自己決定の機会が設けられていることや自分たちで得点があがるように工夫されたところが

良かった。�

・� � 補強運動も自分たちで決められるようにされていて良かった。�

・� � 主体的に自分たちで動いていた。準備が終わっていないグループの手伝いができていた。�

・� � アダプテッドシートの活用は、共生の視点で大切だと思った。�

・� � 生徒がお互いを認め合っていたところが良かった。�

・� � 応援する姿、教え合う姿が良かった。また、それをしている生徒へ教師が言葉をかけていることも良かっ

た。�

・� � 話していることを本当に理解できているか、アウトプットの場面があっても良かった。�

・� � 模造紙に書かれている内容が見えにくかったので、タブレットで撮影してモニターに映しても良かった。�

・� � 全体的に静かだったので、� つのコートで実践、審判、応援などに分かれると盛り上がったかもしれな

い。�

・� � チーム編成の基準、補強運動を選択した理由は何なのか、自他の課題に気づくための工夫はあったの

か。�

�

� グループ�

・� � ���機器が生徒の主体的でスムーズな動きに繋がっていた。�

・� � コミュニケーション目的でビデオ撮影して、その振り返りをすることで対話的な授業にもなったと思う。�
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トを使用したりするようになり、ラリーが続くようになった。�
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・� � 生徒がお互いを認め合っていたところが良かった。�

・� � 応援する姿、教え合う姿が良かった。また、それをしている生徒へ教師が言葉をかけていることも良かっ

た。�

・� � 話していることを本当に理解できているか、アウトプットの場面があっても良かった。�

・� � 模造紙に書かれている内容が見えにくかったので、タブレットで撮影してモニターに映しても良かった。�

・� � 全体的に静かだったので、� つのコートで実践、審判、応援などに分かれると盛り上がったかもしれな
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�
【ワークショップ�指導講評】�（指導助言者：日本体育大学�村井�敬太郎�准教授）�

・� � アナログ、���の使い分けが大事だと思った。�

・� � しろやまカップで勝つことにどんな手段や方法があるのか。動画等で分かりやすく説明できると良かっ

た。�

�

� グループ�

・� � 準備、片付け、声かけ、自己選択、自己決定が多く良かった。�

・� � 自分の課題をどれだけ理解しているのか、疑問に思った。�

・� � デジタル学習カード、タブレットを活用しても良いと思った。�

・� � アダプテッドシートは生徒と一緒に作ったのか。ルールを工夫する基礎となり楽しむことは他の種目でも

同じであり、生涯にわたるスポーツライフに繋がると思うので、自分たちもそのような授業をしたい。�

�

� グループ�

・� � 自他の課題を発見できるのか、具体的にどのようにしているのか。�

・� � 振り返りにはどうしてタブレットを使用したのか、フィードバックする時間はあるのか。�

・� � 相手が取りやすくしたなど、試合では、取りにくい場所に打たないといけない。�

・� � 共生の視点として、全員で楽しく、アダプテッドシートを活用していたが、ラケットに当てることが難しい生

徒もいるがどのような工夫をしているのか。シングルスで勝った生徒はアダプテッドシートをどのように活

用したのか。�

・� � これまでの授業で、知識・技能の向上はどのようにしていたのか。�

�

� グループ�

・� � 目安が整理されていて良かった。�

・� � 自分たちで課題をどれだけ理解しているのか。�

・� � 思考する場面で教師がグループに入っていたが、なくても良かったのでは。�

・� � 道具の活用、��� 機器の活用により生徒が主体的に動いていた。�

・� � 共生の視点で、全員が楽しめていた。�

・� � 話し合いで、リーダーシップを発揮している生徒がいた。�

・� � 生涯にわたって豊かなスポーツライフを考えると、水分補給や拍手など教師が言葉かけをしないでも良

かったのではないか。生徒ができないときにだけ言葉をかけるなど生徒の主体性を引き出しても良かっ

た。�

・� � 数年前、宮崎で素晴らしい授業をみて体育に力を入れていることを感じた。言うことが何もなかった。今

日の授業も素晴らしかった。�

・� � 指導案の留意点について、○○だから○○する。という書き方が良かった。�

・� � ３名の教師が余分な動きや言動がなかった。静かな授業に見えたのかもしれないが、教師が盛り上げる

授業はなくて良いと思う。思考・判断・表現を目標にしている授業では淡々とした授業も必要である。�

・� � 体育では、知識・技能が大切にされてきた。しかし、現在では生徒が思考、判断をして決めることが大切

になってきている。ただ、確認することは非常に難しい。目に見えないことなので。観察が大切である。�
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�
【ワークショップ�指導講評】�（指導助言者：日本体育大学�村井�敬太郎�准教授）�

・� � アナログ、���の使い分けが大事だと思った。�

・� � しろやまカップで勝つことにどんな手段や方法があるのか。動画等で分かりやすく説明できると良かっ
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・� � 自分の課題をどれだけ理解しているのか、疑問に思った。�

・� � デジタル学習カード、タブレットを活用しても良いと思った。�

・� � アダプテッドシートは生徒と一緒に作ったのか。ルールを工夫する基礎となり楽しむことは他の種目でも

同じであり、生涯にわたるスポーツライフに繋がると思うので、自分たちもそのような授業をしたい。�

�

� グループ�

・� � 自他の課題を発見できるのか、具体的にどのようにしているのか。�

・� � 振り返りにはどうしてタブレットを使用したのか、フィードバックする時間はあるのか。�

・� � 相手が取りやすくしたなど、試合では、取りにくい場所に打たないといけない。�

・� � 共生の視点として、全員で楽しく、アダプテッドシートを活用していたが、ラケットに当てることが難しい生

徒もいるがどのような工夫をしているのか。シングルスで勝った生徒はアダプテッドシートをどのように活

用したのか。�

・� � これまでの授業で、知識・技能の向上はどのようにしていたのか。�

�

� グループ�

・� � 目安が整理されていて良かった。�

・� � 自分たちで課題をどれだけ理解しているのか。�

・� � 思考する場面で教師がグループに入っていたが、なくても良かったのでは。�

・� � 道具の活用、��� 機器の活用により生徒が主体的に動いていた。�

・� � 共生の視点で、全員が楽しめていた。�

・� � 話し合いで、リーダーシップを発揮している生徒がいた。�

・� � 生涯にわたって豊かなスポーツライフを考えると、水分補給や拍手など教師が言葉かけをしないでも良

かったのではないか。生徒ができないときにだけ言葉をかけるなど生徒の主体性を引き出しても良かっ

た。�

・� � 数年前、宮崎で素晴らしい授業をみて体育に力を入れていることを感じた。言うことが何もなかった。今

日の授業も素晴らしかった。�

・� � 指導案の留意点について、○○だから○○する。という書き方が良かった。�

・� � ３名の教師が余分な動きや言動がなかった。静かな授業に見えたのかもしれないが、教師が盛り上げる

授業はなくて良いと思う。思考・判断・表現を目標にしている授業では淡々とした授業も必要である。�

・� � 体育では、知識・技能が大切にされてきた。しかし、現在では生徒が思考、判断をして決めることが大切

になってきている。ただ、確認することは非常に難しい。目に見えないことなので。観察が大切である。�

�
【研究協議・研究発表】�（発表者：宮崎県立児湯るぴなす支援学校� � �教諭� �坂田�拓也）�

発言者学校・氏名�
質疑・応

答�
発�言�内�容�

延岡しろやま支援学

校�

�佐藤教諭�

質疑�

�

�

応答�

�

�

ダンスの授業を受けた後、校内、校外で自ら運動に取り組もうとする意欲

はみられたのか。�

�

これまでも高等部の生徒は走って体力づくりをしていたが、この授業後は

ダンスを家で踊るなどして体力づくりに取り組むことがあった。�

「ひなたのちから」ダンスは振付を覚えており、音楽を流すと楽しく踊るこ

とができている。�

�

【研究協議・研究発表� 】� （指導助言者：県教育庁スポーツ振興課�五十嵐�舞�指導主事）�

・� � 思考・判断したことが表現できたのかが重要であり、そこを評価することが必要である。ただ、表現するこ

とは難しい。記憶推理や認知など知的障がいの特性を知っておく必要がある。�

・� � 表出言語と理解言語は違う。獲得している言葉を知っておく必要がある。�

・� � 生徒は考えながら動いていたが、ぱっとみたことで判断してしまうこともあるが、踏み込んで考えることも

大切である。�

・� � 生徒は丸暗記や決まった手続きになりがちである。踏み込んで考えると意外な答えも返ってくることがあ

る。本授業では、先生も上手に質問されていた。大人は答えを想定することもあるが、大人も想定しない答

えを引き出すようなことも大切である。�

・� � 言語で表現することが難しい場合は、動作や表情で評価をしないといけない。読み取りにくいこともある

が、そこに着目することも必要である。多くの職員に協力を求めて、観察することもあっては良いと思う。�

・� � シンプルな授業内容で深く考え、問う、考える場面を作ることが大切である。本時の生徒は特に、理解

力、運動能力が高かった。�

・� � 指導案に目安、手立てがあり、とても良かった。�

・� � できないという評価ではなく、どうやってできていくのか目安を作るの大事になってくると思う。�

・� � 全体をとおして、よく練られていた。シンプルであり、� 運動量は少ないが、考えることで活動量としては充

分にあったと思う。�

・� � るぴなす支援学校では、校内研究で「児童生徒が自ら進んで活動する研究」をされている。今年度は、

「地域への展開を見据えた研究」を実践されているので、体育の授業でも家庭や地域との連携した取組

をされてもいいと思う。�

・� � 特別支援学校の強みは、小・中・高の１２年間を見ることができることである。どのように成長しているの

か、次年度はどうすれば良いのかを考えてほしい。実態を把握して授業を組み立ててほしい。�

・� � 県では、「ひなたの学び」を推進している。「ひなたの学び」は、学習指導要領の主体的、対話的で深い

学びを授業で実践するために、県が分かりやすい言葉で示したものである。�

・� � 各学校において、個別の指導計画を共通理解する時間を大切にしてほしい。�

・� � 「主体的な学び」については、児童生徒が自分から動きたくなる環境作りだと考えている。「これならでき
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�
【ワークショップ�指導講評】�（指導助言者：日本体育大学�村井�敬太郎�准教授）�
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�

� グループ�

・� � 準備、片付け、声かけ、自己選択、自己決定が多く良かった。�
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�
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�
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�

〇� ワークショップ、研究協議等の様子�

ワークショップ①�

～協議の様子～�

ワークショップ②�

～発表の様子～�

研究発表�

～質疑応答～�

体育館前方�

～生徒たちが作ったチームごとの横断幕～�

�

る、やってみたい」という環境をつくる。そのために、音、リズム、映像、道具の工夫が大事になってくる。感

覚的に楽しめるようにしてほしい。�

・� � 「対話的な学び」については、話合い活動だけでなく、道具やルールを通しての対話もある。対話の中に

は、他者だけではなく自分自身との対話も入る。子ども達がどうやって向き合ったのかを観察することが

大切である。Ｉ�� の活用は、目標を達成するための手段として、効果的に活用してほしい。�

・� � 「深い学び」については、ダンスで考えると、自分たちの動きを撮る、振り返って次にどうするかを再構成

することも思考が深まると思う。�

・� � 目標を明確にすることや、授業に入っている先生方との連携、評価をどこでするかの共通理解が大切で

ある。�

・� � 授業では自分の引き出しをたくさんもつことが大事になると思う。研修センターが実施している幼児児

童の遊び等の研修は特別支援学校の先生方に来て、参加してほしい。授業の引き出しが増えると思う。�
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〃 黒 木 章 宏 宮崎県教育庁スポーツ指導センター 副 主 幹（指導担当） 宮 崎 県 教 育 委 員 会 

〃 水 尾 彰 太 宮崎県教育庁スポーツ指導センター 指導主事（指導担当） 宮 崎 県 教 育 委 員 会 

〃 田 爪 鉄 平 宮崎県教育庁スポーツ指導センター 指導主事（指導担当） 宮 崎 県 教 育 委 員 会 

〃 松 下 修 士 宮崎県教育庁北部教育事務所 教 育 推 進 課 長 北 部 教 育 事 務 所 

〃 池 袋   豊 宮崎県教育庁北部教育事務所 指 導 主 事 北 部 教 育 事 務 所 

〃 岩 切 隆 人 延 岡 市 教 育 委 員 会 学 校 教 育 課 長 延 岡 市 教 育 委 員 会 

〃 湯 川   哲 高 千 穂 町 教 育 委 員 会 教 育 総 務 課 長 高 千 穂 町 教 育 委 員 会 

〃 平 川 誠 二 日 之 影 町 教 育 委 員 会 教 育 次 長 日 之 影 町 教 育 委 員 会 

〃 垣 内 広 好 五 ヶ 瀬 町 教 育 委 員 会 教 育 次 長 五 ヶ 瀬 町 教 育 委 員 会 

〃 安 保 隆 昭 延 岡 市 教 育 委 員 会 指 導 主 事 延 岡 市 教 育 委 員 会 

〃 大 石   彰 高 千 穂 町 教 育 委 員 会 主 幹 高 千 穂 町 教 育 委 員 会 

〃 奈 須 康 浩 日 之 影 町 教 育 委 員 会 指 導 主 事 日 之 影 町 教 育 委 員 会 

〃 堀 川 貴 史 五 ヶ 瀬 町 教 育 委 員 会 指 導 主 事 五 ヶ 瀬 町 教 育 委 員 会 

〃 安 在 康 喜 地 区 実 行 委 員 会 会  長 延 岡 市 立 西 階 中 学 校 

〃 有 水 浩 智 宮崎県学校体育研究会 理 事 長 宮崎県立宮崎南高等学校 
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〃 長 友 啓 輔 宮崎県学校体育研究会 理   事 宮崎県立清武せいりゅう支援学校 

〃 大久保 高 広 地 区 実 行 委 員 会 委 員 長 延 岡 市 立土 々 呂中 学 校 
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